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低技術・低コストで実現可能なWebユーザビリティ向上手法 

A1200422 福島智美  
1 はじめに 
 インターネットの利用率は年々増加しており，情報を求め

るユーザにとってインターネットは有効な手段の1つであると

いえる．しかし，全てのWebサイトが使いやすいものであると

はいえず，ユーザが求める情報にアクセスできずにWebサ

イト内で迷子になってしまう可能性がある．一度Webサイト内

で迷子になったユーザがリピーターになる可能性は低いた

め，結果的にWebサイトの利用率低下を招き，Webサイト構

成にかかった費用も無駄になってしまうことになる． 

 このような事態に陥ることを防ぐためにも，誰でも簡単に情

報にアクセスできるような，Webユーザビリティの優れたWeb

サイトを構成する必要がある．現在では，使いやすいWebサ

イトを構成するための標準規格[4][5]が策定されている．ま

た企業も独自にガイドラインを作成している等[6][7][8][9]，

Webユーザビリティが注目されている．よって，これからの

Webサイト構築には，Webユーザビリティの必要性がます

ます高まることが予想される． 

 しかし，標準規格を満たすことや，独自のガイドラインを作

成しWebユーザビリティに配慮したWebサイトを構築するに

は，中小企業や小規模な自治体では技術力やコストの面か

ら困難である．そこで本研究では，標準規格や企業のガイド

ラインを参考にし，Webユーザビリティの向上に有効で，か

つ低技術・低コストで達成可能な項目を抽出する．それによ

り，中小企業や小規模な自治体でも実現可能なサイト構成

の手法を提案する． 

2 Webユーザビリティ 

2.1 Webサイトの現状 
Webユーザビリティとは，Webサイトの使いやすさの指標

である．Webユーザビリティの優れたWebサイトを構築する

ための標準規格として， 2004年6月，日本工業標準調査会1

はWｅｂアクセシビリティ2JIS（以後，JISとよぶ）を策定した[4]．  

 また，企業も標準規格を元にしたガイドラインを作成してい

る[6][7][8][9]．企業が新たにガイドラインを作成する理由とし

ては，その企業がJISの中のどの項目を重要視しているかを

示すためと，JISだけではWebユーザビリティの向上に充分

でないという2つが挙げられる．このように，標準規格以上に

Wｅｂユーザビリティへの配慮を行っている企業も増えてきて

おり，Wｅｂユーザビリティはますます重要視されてきてい

る． 

しかし現状では，まだWebユーザビリティが配慮されてい

ないWebサイトも多く見受けられる．使いにくいWebサイトが

多く見られる原因として，Webユーザビリティを向上させたい

が技術力が足りない，または作業コスト（以後，コストとよぶ）

 

                                                 

1 工業標準化法に基づいて経済産業省に設置されている審議会． 
2 アクセスしやすさ．誰でもどんな環境でも利用しやすいかどうかの指標． 

が多く必要になるために実行できないという理由が挙げられ

る．しかし今後は，中小企業や小規模な自治体サイトも，技

術力・コストの問題をクリアしながらWebサイトのユーザビリテ

ィを向上させることが，情報化社会の中では不可欠となるだ

ろう． 

2.2 操作性・ナビゲーションの重要性 
 Webユーザビリティを向上させるポイントとして，以下の４

つの項目がある． 

 操作性 

 ＨＴＭＬ3の文法 

 コンテンツの扱い方 

 文字の表示方法 

この中で，ユーザビリティを最も左右するのが操作性であ

る．なぜなら，操作性が悪いと，ユーザは情報にアクセスす

らできないからである． 

特に，操作性の要素の1つであるナビゲーションは，ユー

ザがサイト内の自分の位置を正確に把握したりし，次の操作

を迷わず行うために欠かせないものである．ナビゲーション

の設計次第で，Webサイト側が特に強調したい情報にユー

ザを誘導する，という高度な利用方法も可能となる．そこで，

Webユーザビリティ向上の第一目標として，本研究では操作

性・ナビゲーションに重点を置いたWebサイトの改善方法に

ついて検討する． 

3 技術力・作業コストの評価 

中小企業や小規模な自治体サイトが，操作性・ナビゲー

ションの向上を試みる場合，作業に必要な技術力やコストの

定量的な評価が必要である．この評価のために，ここでは操

作性・ナビゲーションに関係する作業の洗い出しから始め

る． 

3.1 各項目に準拠させるための手段 
表１はJISにおける，操作性・ナビゲーションに関わる項目

と，企業がJIS項目とは別に，ガイドラインの中に独自に盛り

込んでいる項目[6][7][8][9]をまとめたものである．この項目

を準拠するのに必要な作業内容が表2に示したものである．

表1に示した操作性・ナビゲーションにかかわる項目に準拠

させるための手段を表2にまとめた．また，表2でそれぞれの

作業に①～⑬の番号をつけた．この①～⑬の作業に対し，

必要な技術力とコストの評価を行う． 

3.2 必要な技術 
技術の評価に関しては，簡単なHTMLだけで可能なも 

のを技術レベル1，フレーム4等，使用する際にターゲット 

 
3 HyperText Markup Language．文書の論理構造や見栄えなどを記述するた

めに使用される． 
4 一つのブラウザ画面に複数のページを同時に表示させるもの．表示内容

を切り替えたときにも，変化しない部分をつくりたいときに便利 
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表1：操作性・ナビゲーションに関わる項目
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表２：項目に準拠させるための手段

フレームのような複雑なリンク構造の理解等が必要になる

HTMLをレベル2，スタイルシート，JavaScript等の，HTML以

外の技術が必要になるものをレベル3とした．これは，

HTMLがWebサイトを作成する際の基礎技術であるが，複雑

なページ構成を持つWebサイトの構築には，ある程度の経

験が必要となること，またJavaScriptなどはプログラミングの

基本概念の理解が要求されることなどの点を考慮して定義

した．  
①～⑬までの項目は，後述するコストを気にしなければ

全て技術レベル1で達成可能である．この中で④，⑪，⑫，

⑬の項目は技術レベル2のフレームを使えることでコストを

低く抑えることが可能になる．更に技術レベル3まで扱える

場合は②，③，④，⑦，⑨の項目についてよりWebユーザビ

リティを高めたり，コストを減らしたりすることができる． 

                                                  
5 Webサイトの中のそのページの位置を、階層構造の上位ページへのリンク

のリストで簡潔に記述したもの．例）トップ＞食品＞ハム＞ボンレスハム 
6 Webサイトのどこからでも主要コンテンツにアクセスできるよう，すべてのペ

ージに表示されるナビゲーション． 

3.3 作業コストの定量化 
ここでは，それぞれの作業に必要なコストの定量化に

ついて考える．まず，作業量の基本単位として，HTMLの

タグ7，属性8を1つ追加・修正する作業を1点とする．この単

位を基本として，以下に①～⑬の作業の際に使用するタ

グ，属性と，作業数を項目別に記す．ただし，Webサイト

の総ページ数をP，リンクの最下層をD，ナビゲーションの

メニュー項目数をM，Webサイト内の総リンク数をLとする． 

 各項目の内容 

5.2e 利用者がページの内容を識別できるページタイトルを付ける． 

5.2g 閲覧しているページがWebサイトのどこに位置しているか把握で

きるようにする． 

5.3f 位置，表示スタイル及び表記に一貫性のある基本操作部分を提

供する． 

Ｊ
Ｉ
Ｓ
項
目 

5.3g ハイパーリンク及びボタンは，識別しやすく，操作しやすくする．

（1） 1ページの長さを適切な長さにする． 

（2） ページを短くするのが不可能な場合はページ内リンクを設ける．

（3） メニュー項目は，一度に把握しなければならない数を減らす． 

（4） サイト内検索機能を設ける 

（5） サイト構造をわかりやすくする 

企
業
独
自
の
項
目 

（6） 全てのページにサイトロゴを表示 

① <title>を使用．必要作業数はP個になる． 

② リンク<a>とhref（以後，リンクとよぶ）を使用．必要作

業数は，最小（D=2の場合）でP-1個，最大（D=Pの場

合）でD（D-1）/2個である． 

③ タグ<b>,<font>と属性size,colorを使用，また，現在地

のリンクの解除．リンク解除の作業は1回当り1点とし

た．グローバルナビゲーションは全てのページに配

置されているものなので，必要数はP個になる．  

④ リンクを張る作業をMP回で作成できる． 

項目 
作業 

番号 
項目に準拠させるための手段 

5.2e ① 全てのページに異なる適切なタイトルをつける 

② パンくずリスト5を使用 
5.2g 

③ ナビゲーション6内の現在地を強調 

5.3f ④ 統一されたグローバルナビゲーション 

⑤ 事前にリンク先の内容がわかるような表現にする 

⑥ リンクとリンクの間隔をあける 5.3g 

⑦ 見ただけでリンクだとわかるような表現にする 

⑧ リンクを用い１ページ当りの情報量を少なくする 

⑨ ページ内リンクを設ける 

⑩ 関連のあるコンテンツへのリンクをまとめる 

⑪ Googleフリー検索を使用 

⑫ サイトマップを作成 

企
業
独
自
の
項
目 

⑬ サイトロゴを全てのページに表示 

⑤ リンクタイトル<title>やalt属性altを使用．<title>とaltは

合計でL個必要になる． 

⑥ リンク間を｜や／で区切る等．区切る作業はHTMLを

使用しないので作業コストは一回当り0.5点と少なく設

定した．隣り合うリンクがある場合に関係してくる項目で

ある． 

⑦ 見栄えだけを理由にテキストリンクのアンダーラインを

消したり色を変えたりしないこと，画像の場合は，陰を

つけて立体的にしてクリックできることがわかるように

する等，画像編集作業が必要．画像編集作業は，編集

作業に時間が掛かることと，画像を使用する際のタグ，

属性数から，1回当りのコストを10点とした．作業回数は

画像リンク数となる． 

⑧ 新しいページの作成とそのページへのリンクを張る作

業が必要である．新しいページを作成した場合，ペー

ジタイトルをつけること，コンテンツの作成（コピー，ペ

ースト）の作業が必要になるので，１回当りのコストは3

点とした． 

⑨ アンカーポイント9<a>,nameとそこへ飛ぶリンクの作成

が必要．個数はページの長さや長いページ数による． 

⑩ 最も簡単な方法は，メニューの主要コンテンツのリンク

以外を削除することである．リンクの削除を，（M-主要

コンテンツ数）P回行えば良い．削除の作業は作成より

も少ない0.5点とした． 

 

 

 

                                                  
7 HTML文書の“＜＞”で囲まれているもの．どのような構成要素にするかを

定義するもの． 
8 要素の開始タグの中に指定し、各要素の性質や特性を定義するもの．基本

的に「属性名=“値”」の形式であらわす． 
9ページ内リンクを張る場合に，リンク先として用いる．アンカーポイントにリン

クを張る場合は，”#”が必要． 

例）<a name=”nzemi”>＜a href = “#nzemi”＞Nゼミトップへ</a>. 
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表３：作業コスト（技術レベル1）10
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⑪ Google［13］からHTMLをコピーして貼り付け，3ヶ所の

YOURSITE.CO.JP部分を自分のサイトのURLやサイト

名に置き換える．置き換え作業は1回当り1点とした．検

索はいつでも行えるのが好ましいので，新しい検索専

用のページを作成し全てのページからリンクを張るよう

にする．作業量はYOURSITE.CO.JP部分の置き換え3

回と，リンクをP個，新しいページ作成1回になる． 

⑫ 必要な作業は，サイトマップから他の全ページへのリ

ンクがP個と，他のページからサイトマップへのリンクP

個，新たに1ページ作成になる． 

⑬ まずサイトロゴの作成が必要なので，1回画像編集が

必要である．さらにトップページへのリンクと代替テキ

ストを付加し全てのページに配置するので，リンクと

<img>,alt,src,width,heightがP個ずつ必要である． 

④，⑪，⑫，⑬は，フレームを用いると，フレーム<iframe>, 

name,src,height,widthと新しいページを作成する作業が発生

するが，他のページからのリンクは1個ですむので，コスト軽 

減が可能である．技術レベル1で可能な作業を表3，技術レ

ベル2で新たに可能になる作業を表4に，各作業とその作業 

コストをまとめた．表3，4では，作業一回当りのコストと必要

作業数を掛けることで作業コストを求めている．最大作業コ

ストは，最もコストが必要となる場合を想定して作成した． 

 

                                                  
10 作業番号中のアルファベットは，複数の工程からなる作業を細別したこと

を表す． 

表４：作業コスト（技術レベル2） 

3.4 能力に見合ったWebサイト構成手法 
ここで取り上げた項目は，どの項目も技術レベル1で実現

可能である．しかし技術レベル1で項目に準拠したWebサイ

トを作ろうとした場合，技術レベル2，3で行える作業と比較す

るとコストをより必要とすることが判明した．そこでコストを踏

まえて，実現可能な項目とその手段をグループ分けした．

Webサイト制作者の技術力が低く，多くのコストも掛けられな

い場合は①，⑦，⑧，⑨，⑪，⑫，⑬の項目，技術力はない

がコストは掛けられるという場合は，更に②，③，④，⑤，⑥，

⑩の項目を満たすようなサイト構成手法を用いる．技術レベ

ル2の制作者の場合は，フレームを使用することで④，⑪，

⑫，⑬の項目はコストを抑えることができる．技術レベル3の

制作者の場合は，フレームを使用するよりも更にWebユーザ

ビリティの優れたサイトの作成が可能で，メンテナンス時のコ

ストも低くてすむ．ここで示した構成手法以外にも，各企業，

自治体が，表2，表3の式に自分のWebサイトの値を代入し，

コストを見積もることも可能だ．試算した評価値に従い，技術

力と上限コストの範囲で，サイト制作者は作業項目を自由に

選択できるため，柔軟にWebユーザビリティの向上を図るこ

とができる． 

3.5 昭和村のWebサイトによる検証 
本研究の有効性を検証するために，実在のWebサイトを

用いた検証実験をする．今回の目的が，中小企業や小規模

な自治体を対象にしていることから，福島県の自治体の中

でも特に人口の少ない昭和村のWebサイト[14]題材にした．

図1が本来の昭和村のWebサイトである．図2は技術レベル1

で低コストな作業のみを実行した．ページタイトルやサイトマ

ップや検索機能，サイトロゴ等の点が図1と異なる．図2では，

サイトマップでWebサイトの構造を把握することができ，更に

検索機能で探している情報にすぐにアクセスできるようにな

っている．図3は更にグローバルナビゲーションやパンくず

リスト等が追加されており，現在地の把握や情報へのアクセ

スがより容易になっている．図4は，図3に比べ作成コストを

少なくできる． 

  
作業一回 

当りのコスト 
必要作業数 

最大作業 

コスト 

① 2 P 2P

② 2 P-1～D(D-1)/2 P(P-1)

③a 4 M 4P

③b 1 M P

④ 2 MP P^2

⑤ 1 L P^2

⑥ 0.5 隣り合うリンク数 （P^2）/2

⑦ 10 画像リンク数 10P

⑧a 2 P 2P

⑧ｂ 3 P 3P

⑨ 2 長いページ数 2P

⑩ 1 P（M-主要コンテンツ数） P（P-1）

⑪a 1 3 3

⑪ｂ 2 P 2P

⑪c 3 1 3

⑫a 2 P 2P

⑫ｂ 2 P 2P

⑫c 3 1 3

⑬a 10 1 10

⑬ｂ 7 P 7P

  
作業一回 

当りのコスト 
必要作業数 最大作業コスト

④a 2 M 2P

④b 3 1 3

④c 5 1 5

⑪a 1 3 3

⑪b 7 1 7

⑪c 3 2 6

⑫a 2 P 2P

⑫b 7 1 7

⑫c 3 2 6

⑬a 10 1 10

⑬b 14 1 14

⑬c 3 2 6
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図1：昭和村HP 

 

図2：技術レベル1，低コスト項目のみ 

 
図3：技術レベル1，全ての項目で作った昭和村 
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図4：技術レベル2の昭和村 

4 むすび 

 本研究では操作性・ナビゲーションを中心に，Webユーザ

ビリティを向上させる項目を達成するために必要なコストと技

術を評価し，低技術・低コストで実現可能なサイト構成手法

を提案した．この研究によって中小企業や小さな自治体でも

能力に見合ったサイト構成手法を見積もることができる．残

念ながら今回の研究では情報更新時のコストや，各項目の

有効性の評価を含めて検討することができなかったが，この

点も考慮できれば，作業項目をより柔軟に選び出すことが可

能となるであろう．  

近年では，Googleフリー検索[13]のように，無料でWebユ

ーザビリティ向上のためのツールを提供するサービスも増

加してきている．これらのツールを中小企業や個人サイトが

積極的に利用すれば，さらに低技術・低コストでのWebユー

ザビリティ向上が可能になるだろう．  
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